
ラボール学園
（公益社団法人京都勤労者学園）

2015．1．1発行

京都市中京区壬生仙念町３０の２
ラボール京都　3階

電話 ０７５（８０１）５９２５　ＦＡＸ ０７５（８１２）１５０８
ホームページ http://www.labor.or.jp/gakuen/
 e-mail gakuen＠labor.or.jp
フェイスブックhttps://www.facebook.
　　　 com/kyoto.labor.gakuen/
ツイッター@LaborGakuen

編集・発行 責任者  田中  行夫

 （ 1 ）２０１５年１月１日 第３３７号

題字は京都労働学校初代校長、故住谷悦治先生の筆です。

Ｐ１～Ｐ３ 年頭挨拶
Ｐ４ 京都府労働施策紹介⑩
Ｐ５ 　労働セミナー案内・２０１４年秋の公開セミナー
 実施報告・求職者支援事業報告
Ｐ６ 報告・お知らせ他 第33７号

役
職
員
一
同

学
園
長
 
小
畑
　
史
子（
京
都
大
）

専
務
理
事
 
田
中
　
行
夫

理
　
事
 
杉
山
　
雅
人（
京
都
大
）

　
 々
 
西
村
　
健
一
郎（
同
志
社
大
）

　
 々
 
寺
井
　
基
博（
同
志
社
大
）

　
 々
 
吉
田
　
美
喜
夫（
立
命
館
大
）

　
 々
 
斎
藤
　
真
緒（
立
命
館
大
）

　
 々
 
脇
田
　
　
滋（
龍
谷
大
）

　
 々
 
小
西
　
一
実（
連
合
京
都
）

　
 々
 
原
　
　
健
二（
連
合
京
都
）

　
 々
 
井
上
　
信
治（
連
合
京
都
）

　
 々
 
佐
々
木
　
眞
成（
京
都
総
評
）

　
 々
 
松
本
　
隆
浩（
京
都
総
評
）

　
 々
 
柴
田
　
敏
雄（
京
都
府
）

　
 々
 
松
森
　
敏
郎（
京
都
市
）

監
    事
 木
村
　
　
守（
税
理
士
・
木
村
守
事
務
所
）

　
 々
 
吉
岡
　
　
崇（
連
合
京
都
）

　
 々
 
山
縣
　
哲
也（
京
都
総
評
）

顧
　
問
 
山
田
　
啓
二（
京
都
府
知
事
）

　
 々
 
門
川
　
大
作（
京
都
市
長
）

　
 々
 
望
田
　
幸
男（
同
志
社
大
学
名
誉
教
授
）

　
 々
 
千
田
　
忠
男（
同
志
社
大
学
名
誉
教
授
）

　
 々
 
三
村
　
義
夫（
元
専
務
理
事
）

　
 々
 
西
井
　
正
弘（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

　
 々
 
菊
池
　
光
造（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

　
 々
 
二
場
　
邦
彦（
立
命
館
大
学
名
誉
教
授
）

　
 々
 
宮
川
　
　
治（
元
J
A
M
京
都
委
員
長
）

職
　
員
 
河
原
田
　
眞
弓

　
 々
 
上
嶌
　
淑
子

　
 々
 
岡
　
　
晃
子

　
 々
 
舩
越
　
眞
優
子

　
 々
 
半
田
　
敏
照

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

土
肥
　
徳
子
先
生
の
作
品

　
　
　
　
府
市
民
教
室
「
季
節
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俳
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２
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１
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３
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午
後
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あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　本年から年賀状に代え、

本園報を以って新年のご挨

拶とさせていただきます。
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学
園
長小

畑
　
史
子

（
京
都
大
学
）

新
年
明
け
ま
し

新
年
明
け
ま
し
てて

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。。

で
、
広
い
視
野
で
多
く
の
知
識
・
教

養
を
ス
ム
ー
ズ
に
習
得
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
メ
ニ
ュ
ー
に
工
夫
を
凝
ら

し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
公

開
セ
ミ
ナ
ー
、
出
張
講
座
、
提
携
講

座
等
、
多
様
な
学
び
の
場
を
ご
用
意

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
勤
労
者
の

意
識
調
査
等
を
通
し
て
役
立
つ
情
報

を
お
伝
え
し
、
さ
ら
に
求
職
者
支
援

訓
練
等
を
通
じ
て
勤
労
者
福
祉
に
貢

献
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
を
通
じ
て
教
育
機
関

と
し
て
の
使
命
を
果
た
し
て
い
く
所

存
で
す
。

　
年
頭
に
当
た
り
、
受
講
生
の
皆
様

の
学
び
に
貢
献
で
き
る
よ
う
一
年
間

大
い
に
学
び
な
が
ら
邁
進
す
る
決
意

を
お
伝
え
す
る
と
と
も
に
、
日
頃
の

皆
様
の
お
力
添
え
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
、
旧
年
同
様
の
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
て
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

情
報
の
み
を
即
席
で
習
得
す
る
に
と

ど
ま
ら
ず
、
よ
り
広
い
視
野
に
立
ち
、

全
体
の
構
造
を
捉
え
る
学
び
方
を
す

る
こ
と
で
、
様
々
な
場
面
で
応
用
を

き
か
せ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
人
は
ど
こ
に
い
て
も
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
学
び
が

リ
ズ
ム
を
持
っ
た
習
慣
と
な
り
ス

ム
ー
ズ
に
深
ま
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

集
っ
て
学
ぶ
場
と
、
情
報
を
整
理
し

て
伝
達
す
る
導
き
手
が
鍵
と
な
り
ま

す
。
定
期
的
に
同
じ
目
標
を
持
つ

人
々
が
集
う
場
に
足
を
運
び
、
順
序

よ
く
知
識
や
情
報
の
提
示
を
受
け
る

こ
と
で
、
短
い
時
間
で
も
集
中
的
に

知
識
を
吸
収
し
、
そ
れ
を
定
着
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
当
学
園
は
今
年
も
、
京
都
労
働
学

校
、
府
市
民
教
室
等
に
お
い
て
、
バ

ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
講
座
を
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
し
、
現
実
的
・
具
体
的
な
学

び
か
ら
理
論
的
・
体
系
的
な
学
び
ま

た
い
と
願
う
時
、
学
び
に
よ
っ
て
知

識
を
獲
得
し
、
ぶ
れ
る
こ
と
の
な
い

自
ら
の
見
識
を
確
立
し
て
お
く
こ
と

の
必
要
性
が
痛
感
さ
れ
ま
す
。
広
い

世
界
に
お
け
る
、
ま
た
長
い
歴
史
に

お
け
る
自
ら
の
位
置
を
知
る
た
め
に

学
び
、
複
雑
化
す
る
社
会
の
全
体
像

を
把
握
す
る
た
め
に
学
ぶ
努
力
を
積

み
上
げ
る
こ
と
な
く
し
て
、
悔
い
の

な
い
選
択
を
す
る
こ
と
は
不
可
能
と

い
え
ま
し
ょ
う
。

　
狭
く
小
さ
な
土
台
の
上
に
塔
を
築

く
タ
イ
プ
の
学
び
方
も
ご
ざ
い
ま
す

が
、
土
台
を
広
く
大
き
く
と
り
、
そ

の
上
に
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
や
円
錐
型
、

円
柱
型
、
角
柱
型
の
建
物
を
築
く
タ

イ
プ
の
学
び
方
も
ご
ざ
い
ま
す
。
後

者
の
学
び
方
を
と
り
、
広
い
範
囲
の

知
識
と
教
養
を
求
め
、
総
合
力
を
高

め
て
い
く
こ
と
は
、
常
に
安
定
的
に
、

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
決
断
を
下
す
た

め
に
必
要
で
す
。
目
先
の
具
体
的
な

誰
も
が
日
々
、
職
場
で
、
家
庭
で
、

ま
た
社
会
に
お
い
て
選
択
を
積
み
重

ね
て
生
活
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
が
、

と
り
わ
け
重
大
な
問
題
に
つ
き
重
責

に
耐
え
つ
つ
持
て
る
力
を
結
集
し
て

決
断
す
る
場
面
が
、
一
年
に
何
回
か

は
訪
れ
る
と
存
じ
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
場
面
に
立
ち
至
っ
た

際
に
、
悔
い
の
な
い
選
択
を
し
て
周

囲
へ
の
責
任
を
果
た
し
、
自
分
の
人

生
を
納
得
の
い
く
も
の
に
し
て
い
き

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
旧
年
中
は
、
皆
様
の
お

力
添
え
に
よ
り
学
園
長
の
大
任
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
、
誠
に
あ
り
が
た

く
存
じ
ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
本
年
が
、
皆
様
に
と
り

ま
し
て
、
明
る
く
充
実
し
た
年
と
な

り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
、
職
場
で
、
家
庭
で
、

ま
た
市
民
と
し
て
、
重
大
な
選
択
を

迫
ら
れ
る
回
数
は
何
回
で
し
ょ
う
か
。

　
昨
年
の
春
、
多
く
の
皆
さ
ま
か
ら

ご
信
託
を
賜
り
、
府
政
の
か
じ
取
り

　
府
民
の
皆
さ
ま
、
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

年
頭
の
挨
拶

を
引
き
続
き
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
か
ら
い

た
だ
い
た
期
待
を
胸
に
、
全
力
を
尽

く
し
て
京
都
府
政
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
府
政
に
対
す
る
お
力

添
え
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

  社
会
は
大
き
な
転
換
期
に

　
昨
年
は
、
未
来
に
向
か
っ
て
の
課

題
が
明
確
に
な
っ
た
年
で
し
た
。「
平

成
二
十
六
年
八
月
豪
雨
」
を
は
じ
め
、

気
候
変
動
の
影
響
に
よ
り
京
都
は
三

年
連
続
の
甚
大
な
災
害
に
見
舞
わ
れ

ま
し
た
。
改
め
て
被
害
を
受
け
ら
れ

た
皆
さ
ま
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。
府
は
、
一
日
も
早
い
復
旧
と

将
来
に
わ
た
っ
て
の
安
全
確
保
対
策

に
、
国
・
市
町
村
と
連
携
し
全
力
を

挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
、「
経
験
し
た
こ
と
の
無

い
」
や
「
史
上
最
大
」
と
い
う
表
現

が
毎
回
の
よ
う
に
繰
り
返
さ
れ
る
現

状
を
見
る
と
、
も
う
一
段
階
上
の
根

本
的
な
防
災
対
策
が
大
き
な
課
題
に

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
昨
年
、
私
が
会
長
を
務
め
る

全
国
知
事
会
で
「
少
子
化
非
常
事
態

宣
言
」
の
決
議
を
行
い
ま
し
た
が
、

地
方
消
滅
と
ま
で
言
わ
れ
る
少
子
化

の
問
題
も
高
齢
化
の
進
展
と
併
せ
て

一
刻
の
猶
予
も
な
ら
な
い
状
況
に
あ

り
、
婚
活
か
ら
出
産
、
子
育
て
、
雇

用
問
題
ま
で
、
幅
広
い
分
野
で
抜
本

的
な
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
さ
ら
に
、
東
京
一
極
集
中
の
是
正

や
中
小
企
業
・
農
林
水
産
業
の
振
興
、

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
な
ど
、
今
、

京
都
か

京
都
か
らら

真
の
地
方
創
生
の
実
現

　
真
の
地
方
創
生
の
実
現
をを

年
頭
の
挨
拶

京
都
府
知
事
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市
税
収
入
が
ピ
ー
ク
時
の
一
割
減

で
下
げ
止
ま
っ
た
ま
ま
な
ど
、
厳
し

い
市
政
運
営
が
続
き
ま
す
。
し
か
し
、

借
金
（
市
債
残
高
）
を
減
ら
し
、
更

な
る
改
革
で
京
都
の
未
来
を
築
き
ま

す
。鉄
道
博
物
館
、ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー

京
都
、
美
術
館
再
整
備
構
想
、
崇
仁

地
域
へ
の
市
立
芸
大
移
転
、
琳
派
四

〇
〇
年
や
パ
ラ
ソ
フ
ィ
ア
（
京
都
国

際
現
代
芸
術
祭
）
な
ど
、
本
年
も
未

来
へ
の
飛
躍
の
土
台
と
な
る
取
組
が

盛
り
だ
く
さ
ん
。
住
ん
で
よ
し
、
子

育
て
し
て
よ
し
、
学
ん
で
よ
し
、
訪

れ
て
よ
し
の
「
世
界
一
安
心
安
全
な
、

や
さ
し
さ
あ
ふ
れ
る
お
も
て
な
し
の

ま
ち
」
を
力
強
く
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

に
根
差
し
た
介
護
・
医
療
も
着
実
に

前
進
。

　
ご
み
減
量
四
割
減
を
実
現
、
さ
ら

に
半
減
へ
。「
雑
が
み
」
の
分
別
・
リ

サ
イ
ク
ル
な
ど
新
た
な
挑
戦
。

　
地
域
・
保
護
者
の
方
々
の
ご
参
加

の
下
、
学
校
教
育
が
進
展
。

　
増
加
す
る
大
学
生
、
留
学
生
。

　
台
風
・
豪
雨
な
ど
厳
し
い
災
害
も

あ
り
ま
し
た
が
、
消
防
団
、
水
防
団
、

自
治
会
、
自
主
防
災
会
、
社
会
福
祉

協
議
会
な
ど
の
皆
様
の
「
自
分
た
ち

の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
の

高
い
お
志
、
地
域
力
に
改
め
て
感
服
。

深
謝
。

　
こ
の
六
年
で
二
割
近
い
職
員
を
削

減
、
一
九
〇
億
円
の
年
間
人
件
費
を

削
減
す
る
な
ど
行
財
政
改
革
を
断
行
。

福
祉
や
教
育
の
充
実
、
安
心
安
全
の

取
組
を
推
進
。

　「
歩
く
ま
ち
・
京
都
」、
公
共
交
通

優
先
化
の
取
組
。
四
条
通
の
歩
道
拡

幅
、
京
都
駅
南
口
駅
前
再
整
備
が
着

工
。
　
祇
園
祭
後
祭
の
復
活
、
大
船
鉾
の

復
興
。
各
地
の
祭
り
も
活
気
を
増
し

て
い
ま
す
。

　
ゾ
ウ
４
頭
を
迎
え
更
に
進
む
動
物

園
再
整
備
と
地
域
の
活
性
化
な
ど
、

地
域
資
源
を
一
層
生
か
す
取
組
が
各

地
で
。

　
和
食
・
日
本
酒
の
人
気
上
昇
。

　
産
学
公
連
携
に
よ
る
新
産
業
の
創

出
。
　
区
役
所
を
中
心
と
し
た
市
民
参
加

事
業
が
活
発
に
。

　
市
バ
ス
・
地
下
鉄
の
利
便
性
向
上

と
大
幅
な
増
客
。

　
保
育
所
待
機
児
童
ゼ
ロ
の
実
現
を

は
じ
め
子
育
て
支
援
、
教
育
、
地
域

に
。
世
界
的
に
最
も
影
響
力
を
持
つ

旅
行
誌
の
読
者
投
票
で
の
栄
冠
。

　
美
し
さ
を
増
す
景
観
、
看
板
。「
看

板
等
も
綺
麗
に
な
り
、
京
都
の
ま
ち

が
更
に
美
し
く
な
り
ま
し
た
ね
」。よ

く
そ
ん
な
声
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　
盛
り
上
が
る
「
京
都
マ
ラ
ソ
ン
」。

二
〇
一
九
年
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
も
西
京
極
へ
の
招
致
に
全
力
。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
こ
の
一
年
の
皆
様
の
ご
多
幸
を
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
振
り
返
れ
ば
昨
年
も
、
市
民
の
皆

様
の
ご
尽
力
の
下
に
京
都
の
未
来
の

ま
ち
づ
く
り
が
大
き
く
前
進
し
た
年

で
し
た
。

　
京
都
が
世
界
一
の
観
光
人
気
都
市

日
本
社
会
は
大
き
な
転
換
期
に
来
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
の
対
応
で
は
解
決

で
き
な
い
課
題
を
多
く
抱
え
て
い
ま

す
。
従
来
の
制
度
や
政
策
を
大
き
く

超
え
た
発
想
や
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

た
新
た
な
施
策
に
よ
り
「
新
し
い
安

心
」
を
創
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

  大
交
流
時
代
の
実
現
へ

　
た
だ
、
一
方
で
京
都
の
観
光
客
数

は
大
幅
な
回
復
を
見
せ
、
植
物
園
は

近
年
最
高
の
入
園
者
数
を
記
録
し
、

「
海
の
京
都
」観
光
圏
に
認
定
さ
れ
た

府
北
部
五
市
二
町
で
開
催
さ
れ
た

「
海
フ
ェ
ス
タ
京
都
」で
は
百
四
十
万

人
を
超
え
る
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
京
都
府
立
医
科
大
学
、
京
都
府
立

大
学
及
び
京
都
工
芸
繊
維
大
学
の
三

大
学
に
よ
る
全
国
初
の
教
養
教
育
共

同
化
施
設
が
完
成
し
、
豊
か
な
人
材

育
成
・
交
流
拠
点
と
し
て
活
動
を
始

め
、
学
研
地
域
に
も
企
業
の
立
地
が

相
次
ぎ
、「
け
い
は
ん
な
オ
ー
プ
ン
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
Ｋ
Ｉ
Ｃ

Ｋ
）」（
旧「
私
の
し
ご
と
館
」）
も
動

き
始
め
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
今
年
は
、
悲
願
で
あ
っ
た

京
都
縦
貫
自
動
車
道
が
全
線
開
通
し
、

高
速
道
路
の
整
備
が
大
き
な
節
目
を

迎
え
ま
す
。
ま
た
、
京
都
舞
鶴
港
の

整
備
や
Ｊ
Ｒ
奈
良
線
の
複
線
化
事
業

な
ど
、
京
都
が
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん

で
き
た
基
盤
整
備
が
大
き
な
成
果
を

上
げ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
整

備
さ
れ
た
交
流
基
盤
の
上
に
、「
海
の

京
都
」、「
森
の
京
都
」、「
お
茶
の
京

都
」
や
十
五
の
「
み
や
こ
構
想
」
の

花
を
咲
か
せ
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
、

学
術
・
研
究
、
産
業
な
ど
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
「
新
た
な
交
流
」
を
進
め
る

「
世
界
の
交
流
首
都
・
京
都
」
が
姿
を

現
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
と
り
わ
け
今
年
は
、
本
阿
弥
光
悦

が
鷹
峯
の
地
で
光
悦
村
を
開
い
て
か

ら
四
百
年
の
節
目
の
年
。
オ
ー
ル
京

都
の
力
を
結
集
し
た
「
琳
派
四
百
年

記
念
祭
」
で
、
着
物
や
工
芸
品
な
ど

伝
統
産
業
の
復
権
を
目
指
す
と
と
も

に
、「
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｏ
Ｐ
Ｈ
Ｉ
Ａ
：
京

都
国
際
現
代
芸
術
祭
２
０
１
５
」
と

併
せ
て
京
都
の
文
化
新
時
代
を
築
き

上
げ
て
い
き
ま
す
。

  真
の
地
方
創
生
を
目
指
し
て

　
こ
れ
ま
で
の
安
心
を
超
え
る
「
新

た
な
安
心
」
の
創
出
、
北
か
ら
南
ま

で
京
都
の
資
源
と
魅
力
を
活
か
し
た

「
新
た
な
交
流
」
に
よ
り
、
府
民
の
皆

さ
ま
と
力
を
合
わ
せ
て
京
都
の
未
来

を
切
り
開
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。「
少
子
化
対
策
」、「
東
京
一
極
集

中
の
是
正
」、「
地
域
活
性
化
」
と
い

う
地
方
創
生
を
進
め
る
た
め
に
も
、

京
都
か
ら
安
心
と
交
流
を
つ
く
り
出

し
、
お
互
い
が
支
え
合
う
地
域
社
会

を
築
い
て
い
く
。
京
都
に
は
、
そ
れ

を
可
能
に
す
る
力
が
あ
り
ま
す
。
今

こ
そ
、
私
た
ち
の
持
つ
「
京
都
力
」

を
結
集
し
、
真
の
「
地
方
創
生
」
を

つ
く
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
一
年
の
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

住
ん
で
よ
し
、
子
育
て
し
て
よ
し
、
学

住
ん
で
よ
し
、
子
育
て
し
て
よ
し
、
学
んん

で
よ
し
、訪
れ
て
よ
し
の
ま
ち
づ
く

で
よ
し
、訪
れ
て
よ
し
の
ま
ち
づ
く
りり

年
頭
の
挨
拶

京
都
市
長
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京都府労働施策紹介⑩

働働働働働働働働働働ききききききききききややややややややややすすすすすすすすすすいいいいいいいいいい職職職職職職職職職職場場場場場場場場場場環環環環環環環環環環境境境境境境境境境境づづづづづづづづづづくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりにににににににににに向向向向向向向向向向けけけけけけけけけけ働きやすい職場環境づくりに向けててててててててててて
職場で役立つメンタルヘルスセミナー

　労働安全衛生法が改正され、従業員数５０名以上の事業場には、来年度から定期健康診断時などにストレス
チェックの実施が求められます。また、近年、過労死や過労自殺が社会問題となっていることから、仕事と生活
を調和させ、健康で充実して働き続けることのできる社会の実現に寄与することを目的として、過労死等防止対
策推進法が成立し、平成２６年１１月１日から施行されています。
　そこで今回は、ストレスチェックを活用した職場環境改善や精神疾患への理解と職場復帰の課題など職場にお
けるメンタルヘルス対策について、ワークショップの技法を用いて、セミナーを開催します。
　中小企業の人事労務担当者の皆さんはもちろん、メンタルヘルスに関心のある方はどなたでも参加できます。
ぜひ、お気軽にご参加ください。

　　①　テーマ「精神疾患の労災認定の現状と認定基準の解説」
　　　　　　　　講師　笹尾　達朗（NPO法人あったかサポート常務理事）
　　②　テーマ「ストレスチェックを活用した職場環境改善の課題と方法を学ぶ」
　　　　　　　　講師　篠原　耕一（労働衛生コンサルタント、産業カウンセラー）
　　会　場　京都テルサ東館２階第２･３セミナー室（京都市南区新町通九条下ル）　定　員　１２０名
　　日　時　平成２７年１月２６日（月）　午後１時１５分～４時４５分

　　テーマ「急増する新しいタイプのうつ病とは何なのか？
　　　　　　　　　　　　―その理解を通じた治療と職場復帰の方法を学ぶ」
　　講　師　広川　慶裕（精神科医師―現役産業医・ひろかわクリニック院長）
　　会　場　京都テルサ東館２階セミナー室（京都市南区新町通九条下ル）　　定　員　１６８名
　　日　時　平成２７年２月１２日（木）　午後１時１５分～４時４５分
　　
　※詳しくは京都府ＨＰ（http://www.pref.kyoto.jp/rosei/20141110.html）をご覧ください。また、基礎編、
　　応用編いずれか一方の受講も可能です。
　　
　◎　対 象 者　中小企業の人事労務担当者など
　◎　申込方法　申込書により、FAX又はメールにてお申し込みください。申込書は京都府ＨＰ（http://www. 
　　　　　　　　pref.kyoto.jp/rosei/documents/mousikomisyo.pdf）からダウンロードできます。
　◎　申込〆切　定員に達し次第、締め切ります。
　◎　問合せ先　NPO法人あったかサポート　TEL　０７５－３５２－２６４０
　　　　　　　　〒６００－８１５４　京都市下京区間之町通下珠数屋町上る榎木町３０６　坂口ビル２階
　◎　申 込 先　NPO法人あったかサポート　FAX０７５－３５２－２６４６　E-mail   attaka-support@r６.dion.ne.jp

　主　催：京都府　　受　託：ＮＰＯ法人あったかサポート　
　協　力：（独）労働者健康福祉機構 京都産業保健総合支援センター

受講料無受講料無料料

基礎　基礎編編

応用　応用編編
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吋
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吋
吋
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吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
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求職者支援訓練事業２０１４年４月以降の実施状況につい求職者支援訓練事業２０１４年４月以降の実施状況についてて

女性労働セミナ女性労働セミナーー

　２０１４年度の事業計画では、前年度同様、上半期と下半
期に各１回（３カ月間）計２回の実施を計画しており、前
回第３３６号でお知らせしたように、６月開講分及び９月開
講分の認定が順調に得られました。６月開講分は、１３名
で開講し、１３名全員が修了しました。９月開講分は、定
員１５名に対して、応募者が２３名あり、１５名を選考しま
したが、開講日までに、就職を理由に１名の辞退があり、
１４名で開講し、１０名の方が修了されました。
　そして、１２月開講分についても、本事業が求職中の方
に対して、多大に支援できるものであり、実施することが
公益社団法人としての役割の一つであるとの認識のもと、
理事会で事業計画を変更して実施することといたしまし
た。
　定員１５名に対して、応募者が１３名あり、１３名を選考
し、昨年の１２月１５日から３月２５日までの期間、訓練を

実施しております。
　一方、訓練終了後の６月及び９月開講分の訓練生の求職
活動については、訓練終了後も希望者に対して、求人情報
の提供や個別相談を実施するなど、当学園として、できる
限りの支援を行っているところです。
　参考として、下記に直近の就職率を記載いたします。

就職率就職者数受講者数開講年月
８３.３％１５名１８名平成２４年１２月分
９０.０％９名１０名平成２５年 ９月分
５３.８％７名１３名　　　　  １２月分
求職中１３名平成２６年 ６月分
求職中１４名　　　　　９月分

（参考）直近の就職率

（注）就職率は、訓練終了日以降３カ月後における訓練生の就
職状況を示すもので、就職者数÷受講者数の割合である。

どのような理由で規制緩和が進められているのか、誰の
利益になるのか、これからの労働について考えるきっか
けになったのではないでしょうか。１０／２（木）「労働に関する規制緩和の動きを考える」

　　講師：吉田美喜夫（立命館大学教授、弁護士）
　今回のセミナーでは、話題の「規制緩和」について経
緯や展望を交えて、初心者にもわかりやすく解説してい
ただきました。
　今、国会で進められようとしている規制緩和として、
「限定正社員制度」、「解雇の金銭解決」、「ホワイトカ
ラー・エグゼンプション」が取り上げられましたが、い
ずれもこのまま提案が通れば、労働者が働きにくくなっ
たり、解雇されやすくなったりする可能性があります。

　女性の社会進出が進んでいますが、６割近くが非正社員であり、女性が活躍できる社会環境の整備、職場環境の改善も
まだ途上にあります。ワークライフバランスが提唱されていますが、家事、育児、介護などの「家庭責任」は女性に求め
られているのが現実です。
　働く女性には、男性以上に様々な「雇用のリスク」が問われています。自らの職業生活を支えるために必要な基礎知識
を２回にわたって学びます。
①２０１５  ３.１８（水）「女性の『社会進出』の現実と問題点」（講師：社会保険労務士  笹尾達朗・木村千代子）１８：３０～２０：３０
■　様々な雇用形態と社会保険の適用など福利厚生の違い
■ 「１０３万円の壁」「１３０万円の壁」とは？
■ いじめや嫌がらせ、セクハラによる精神疾患と労災保険の請求の可能性

②２０１５  ３.２５（水）「女性が働き続けるための社会保険の活用方法」（講師：社会保険労務士  小松麻利子・山崎由紀）１８：３０～２０：３０
■ 雇用保険の役割―失業給付、育児・介護給付と職業訓練給付など
■ 妊娠・出産・育児など女性を保護する様々な法律と社会保険の役割
■ 結婚、離婚、死亡に伴う年金の種別変更や分割と給付手続

上記①・②共通：参加費　５００円（資料代含）　　持ち物　筆記用具　　会場　ラボール学園
※本セミナーに限り申込みは、本学園窓口での申込書記入のほか、以下のＮＰＯ法人あったかサポートのＦＡＸ・メールでも受付けます。
　ＦＡＸ（０７５-３５２-２６４６）、メール（attaka-support@r6.dion.ne.jp)受講者の住所・氏名・年齢・電話番号をお知らせください。

「女性が働き続けるために必要な知識」を習得しよう！

２０１４年度秋の公開セミナー実施報告
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ご報告とお知らせ

　俳画教室の有志に
よる第１４回いづみ会
展が１１月２１日（金）か
ら２３日（日）まで京都
府立文化芸術会館三
階で開催されました。
当学園の講師兼田幸
苑先生の指導のもと、
受講生のみなさん５４
名の力作が出展され、
３３９人の来場者が会
場をにぎわしていま
した。

　学園では、労働者の学習機会を拡大するため、労働組
合等と協力して出張講座を行っています。年１回、団体
園員の実施される講座に学園からも参画し、実施経費と
して３万円を負担いたします。
　また、講座の企画、講師の斡旋なども行っていますの
でご相談ください。申込み用紙は学園ＨＰからダウン
ロードできます。

・・・出張講座をご利用ください・・・
団体園員の皆さんへ

第１４回いづみ会第１４回いづみ会展展

受講生・来園者の皆様
　　ぜひご活用ください

　「さわやかわーく―京都市・働く人の情報サイト―」
をはじめ勤労者関連情報、福祉情報、更に求職中の方に
は求人情報を検索していただけるパソコンをロビーに
設置しています。ぜひご利用ください。

１２月２７日～１月４日　年末年始の休業
１月５日 仕事始め
１月７日 パソコン教室２月生受付開始 １０時～
２月４日 パソコン教室３月生受付開始 １０時～
 府市民教室２０１４年度第４期受付開始１０時～
３月上旬 京都労働学校・英会話教室春期生受付開始

２０１５年１月～３月の予定

　コンピュターサービス技能評価試験表計算部門３級
が７月１７日に実施され、学園の「初級ビジネスエクセル」
講座から２名の方が受験され、２名とも合格されました。

　友の会のイベントを、晴天に恵まれた９月２８日に実
施しました。参加者は２０名です。
　今回は濃尾平野の揖斐・長良・木曽三川の河口に発達
した輪中と近辺を訪ねます。
　まず長島町の「輪中の郷」を見学。ここで、出水との
闘いの輪中の歴史、薩摩藩の活躍した宝暦治水工事等を
学びました。ここは長島輪中にあり海抜マイナス３０㎝。
我々は「のりすき」も体験しました。木曽三川のそそぐ
海は良い海苔がとれるとのことです。
　次の木曽三川公園の展望タワーは地上６２ｍから濃尾
平野を一望できました。公園内には輪中の農家復元建物、
コスモス園などもあり行楽の人で賑わっていました。
　宝暦治水で築かれた湯島千本締切堤の黒松の並木を
進み六華苑へ。六華苑は大
正２年完成の洋風４層の塔
と日本家屋が合体した珍し
い建物でした。
　この後、東海道の七里の
渡し跡等を見学し、好評の
うちに日程を終えました。

木曽三川の輪中を訪ねて
第２７回京都労働学校友の会イベント報告

京都労働学校の検定結果報告

お
知
ら
せ

　勤労者学園事務局は、１２月２４日（水）～１２月２６
日（金）及び１月５日（月）・６日（火）の期間中、受
付を９時～１７時とさせていただきます。
　なお、１２月２７日（土）から１月４日（日）まで年末
年始の休業、１月５日（月）から平常通りの業務とな
ります。

　水墨画教室の有志
による圭風会展が９
月１４日（日）から９
月１８日（木）ま で 祇
園空・鍵屋（スペー

圭風会圭風会展展

ス・かぎや）で開催されました。当学園の講師西尾圭子
先生の指導のもと、受講生のみなさんの力作が出展され、
会場をにぎわしていました。

　パソコン教室は２月開講分から、労働学校・英会話は４
月開講分（２０１５年度春期）から電話での申込みができるよ
うになります。詳しくはホームページをご覧ください。

パソコン教室等の電話申込みが可能になります。


